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鬱蒼（うっそう）としてくると、カイガ

ラムシが発生しやすい。古い枝を整理し

風通しをよくするとよい。見映えも良く

なる。 

幹は単一で枝を出さずに、根際から多く

の枝を伸ばす。鬱蒼（うっそう）として

くるので古い枝を根元から切除し新旧交

代すると、サッパリして涼しげな姿にな

る。 

強健で場所を選ばず、株立状になる。そ

のため、狭い場所にも植えられる。今年

実をつけた枝は数年結実しないので、高

くなりすぎた枝とともに地際から切除す

るとよい。 
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○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ナンテンの床柱がある。信じがたいが、鹿苑寺

(金閣寺)の茶室や柴又帝釈天の和室に実在する。 

Memo 

初夏の白い花、秋の赤い実に季節を感じる。株

立状にまとまり維持管理しやすい。葉は３回奇

数羽状複葉。ややこしいが３回分岐し枝のよう

に出る部分全体が一枚の葉に相当する。葉は毒

消しの効用があり、折詰などに添えられた。お

赤飯の折詰に描かれる小枝はその名残り。 

生長：やや遅い 特 記 

メギ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／在来種 

ナンテン  [ 南天 ]  

ジョウビタキ・ツグミ・オナガ 

スズメ・シジュウカラ・ヒレンジャク 
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